




























































































対 象 者 他院で妊婦健診通院中で、胎児精密超音波検査が必要のため紹介となった方
受 診 方 法 原則、現在通院中の病院で紹介状をいただいてからの受診になります
場 所 母子診療科外来（TEL. 077-548-2576）
















は本院ＨＰでもご覧いただけます（Flash   Player 必要）。
※TOPページMENUより「再来の方」をクリックしてください。
滋賀県肝疾患診療連携拠点病院の
指定を受けました
感染制御部
感染防止にご協力をお願いします！
滋賀医大病院ニュース第24号
　本院は、平成21年６月30日付けで「滋賀県肝
疾患診療連携拠点病院」の指定を受けました。
拠点病院は、厚生労働省の通知に基づいて都
道府県が指定します。滋賀県では本院を含む２病院が指定されており、
肝炎や肝臓がんなどの肝疾患に関して、専門医療機関８病院とともに
県内の診療ネットワークを構築していきます。
　また、本院では、患者さんやご家族等からの相談を受け付ける「肝
疾患相談センター」の設置を予定しているほか、地域医療の連携によ
り適切な肝炎治療が行われるよう情報交換を図ってまいります。
 内科学講座（消化器）の藤山教授より
　インフルエンザ（新型インフルエンザA/H1N1含む）は、せきやくしゃみ
で口や鼻から飛び出したしぶきに含まれる多量のウイルスを吸い込むことに
よって感染します（＝飛沫感染）。また、手についたウイルスから感染するこ
ともあります（＝接触感染）。
　感染を防ぐためには、手洗いと“せきエチケット”が最も効果的です。
病院には感染しやすい方がたくさんおられます。病院内での感染防止にご協力をお願いいたします。 
１．せきやくしゃみをするときは、ティッシュなどで口と鼻をおおい、人から顔をそむける。
２．使ったティッシュはゴミ箱に捨てる。
３．鼻をかんだあとや、せきやくしゃみのあとは、手を洗う。
４．せきやくしゃみなどの症状のある方はマスクを着けてください。
県内の病院・診療所と連携をとり、①ハイリスクな肝疾患患者の早期発見、
②本院での集学的治療、③地域にもどって継続的に診療を受けていただ
くという現在のシステムをさらに強固にしてくことが可能になり、地域
医療に貢献できると考えています。
せきエチケット
